
PCM1800

特　長
● 20ビット･デルタ-シグマ型ステレオ
A/Dコンバータ

● シングル･エンド電圧入力

● 64倍オーバー･サンプリング･デシメーション･
フィルタ

　パスバンド･リップル：±0.05dB
　ストップバンド･アッテネーション：–65dB
　ローカットフィルタ内蔵

● 高性能
　THD+N：0.004%(標準)
　S/N比：95dB(標準)
　ダイナミック･レンジ：95dB(標準)

● PCMオーディオ･インターフェース
　マスター･モードおよびスレーブ･モード
　4データフォーマット

● サンプリング･レート：32、44.1、48kHz

● システム･クロック：256、384、512fS
● +5V単一電源動作

● パッケージ：小型24ピンSSOP

概　要
PCM1800は、バー･ブラウンが誇る最新のデルタ-シグマ
技術を用いたシングルチップ、20ビットのステレオ･オー
ディオA/Dコンバータです。
PCM1800は、シングル･エンドのアナログ電圧入力が可
能で、入力DC成分をカットするローカットフィルタを内
蔵しているため、非常に使いやすくローコストなA/Dコン
バータです。また、64倍オーバー･サンプリングのデルタ-
シグマ変調方式を採用し、32kHzから48kHzまでのサンプ
リング･レートに対応しています。
幅広いアプリケーションに対応するため、PCM1800はマ
スター/スレーブ両動作モードの選択が可能で、4種類の
オーディオデータ･フォーマットをサポートしているので、
アプリケーションに応じたインターフェースが可能です。
PCM1800は＋5V電源で動作し、小型24ピンSSOPを採用
しているため、ミニディスク、AVレシーバ、電子楽器、
カラオケ等広範囲のアプリケーションにおいて最適なソ
リューションを提供します。
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パラメータ 条件 最小 標準 最大 単位

分解能 20 Bits

デジタル入出力
ロジック入力
入力ロジック･レベル VIH

(1) 2.0 VDC
VIL
(1) 0.8 VDC

入力ロジック電流 IIN
(2) ±1 µA
IIN
(3) +100 µA

ロジック出力
出力ロジック･レベル VOH

(4) IOUT = –1.6mA 4.5 VDC
VOL

(4) IOUT = +3.2mA 0.5 VDC
クロック周波数
サンプリング周波数　fS 32.0 44.1 48.0 kHz
システム･クロック周波数 256fS 8.1920 11.2896 12.2880 MHz

384fS 12.2880 16.9344 18.4320 MHz
512fS 16.3840 22.5792 24.5760 MHz

DC精度
チャンネル間ゲイン･ミスマッチ ±1.0 ±2.5 % of FSR
ゲイン･エラー ±2.0 ±5.0 % of FSR
ゲイン･ドリフト ±20 ppm of FSR/°C
バイポーラ･ゼロ誤差 LCFバイパス(5) ±2.0 % of FSR
バイポーラ･ゼロ･ドリフト LCFバイパス(5) ±20 ppm of FSR/°C

ダイナミック特性(6)

THD+N　 VIN = – 0.5dB 0.004 0.01 %
VIN = –60dB 2.2 %

ダイナミック･レンジ EIAJ、Aウェイト 90 95 dB
S/N比 EIAJ、Aウェイト 90 95 dB
チャンネル･セパレーション 88 93 dB

ダイナミック･レンジ 16ビット、EIAJ、Aウェイト 94 dB
S/N比 16ビット、EIAJ、Aウェイト 94 dB
チャンネル･セパレーション 16ビット 92 dB

アナログ入力
入力電圧 F/S(VIN = 0dB) 2.828 Vp-p
センター電圧 2.1 V
入力インピーダンス 30 kΩ
アンチ･エリアシング･フィルタ周波数特性 CEXT=470pF、–3dB 170 kHz

デジタルフィルタ特性
パスバンド 0.454fS Hz
ストップバンド 0.583fS Hz
パスバンド･リップル ±0.05 dB
ストップバンド･アッテネーション –65 dB
群遅延 17.4/fS sec
ローカットフィルタ(LCF)周波数特性　　 –3dB 0.019fS mHz

電源供給
電源電圧 VCC 4.5 5.0 5.5 VDC

VDD 4.5 5.0 5.5 VDC
電源電流(7) VCC=VDD=5.0V 18 25 mA
消費電力 VCC=VDD=5.0V 90 125 mW

温度範囲

動作 –25 +85 °C
保存 –55 +125 °C
熱抵抗θJA 100 °C/W

仕様
特に記述のない限り、TA = +25℃、VDD = VCC = 5.0V、fS = 44.1kHz、システム･クロック = 384fS、20ビット･データにおける特性です。

PCM1800E

注:(1)ピン6、7、8、9、10、11、16および12、13、14;RSTB、BYPAS、FMT0、FMT1、MODE0、MODE1、SYSCKおよびスレーブモード時のFSYNC、
LRCK、BCKに適用。(2)ピン16および12、13、14;SYSCKおよびスレーブモード時のFSYNC、LRCK、BCK(シュミット･トリガ入力)に適用。(3)ピン6、7、8、
9、10、11;RSTB、BYPAS、FMT0、FMT1、MODE0、MODE1(シュミット･トリガ入力、100ｋΩ(標準)でプルダウン)に適用。(4)ピン15および12、13、14;
DOUTおよびマスターモード時のFSYNC、BRCK、BCKに適用。(5)ローカットフィルタ(6)fin=1kHz、オーディオプレシジョン社SystemⅡ、20kHzLPF、
400kHzHPF ON、RMSモードにて測定。(7)スレーブモード、DOUT(ピン15)は無負荷。
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このデータシートに記載されている情報は、信頼し得るものと考えておりますが、不正確な情報や記載漏れ等に関して弊社は責任を負うものではありません。情報
の使用について弊社は責任を負えませんので、各ユーザーの責任において御使用下さい。価格や仕様は予告なしに変更される場合がありますのでご了承下さい。こ
こに記載されているいかなる回路についても工業所有権その他の権利またはその実施権を付与したり承諾したりするものではありません。弊社は弊社製品を生命維
持に関する機器またはシステムに使用することを承認しまたは保証するものではありません。

絶対最大定格

電源電圧+VDD ................................................................................... +6.5V
　 +VCC ................................................................................... +6.5V
電源電圧差 ........................................................................................ ±0.1V
GND電圧差 ....................................................................................... ±0.1V
デジタル入力電圧 ............................................................. –0.3～VDD+0.3V
アナログ入力電圧 ............................................................. –0.3～VCC+0.3V
入力電流(電源、グランドを除く) ................................................... ±10mA
許容電力 ........................................................................................ 300mW
動作温度 .............................................................................. –25℃～+85℃
保存温度 ............................................................................–55℃～+125℃
リード温度 半田付け ........................................................ +260℃(5秒間)

リフロー ...................................................... +235℃(10秒間)

ピン 名称 IN/OUT 機能

1 VINL IN アナログ入力、Lch
2 VREF1 – リファレンス1デカップリング･キャパシタ
3 REFCOM – リファレンス･デカップリング･コモン
4 VREF2 – リファレンス2デカップリング･キャパシタ
5 VINR IN アナログ入力、Rch
6 RSTB IN リセット入力、アクティブ“ロー”(1)

7 BYPAS IN LCFバイパス･コントロール(1)

8 FMT0 IN オーディオデータ･フォーマット0(1)

9 FMT1 IN オーディオデータ･フォーマット１(1)

10 MODE0 IN マスター/スレーブモード選択0(1)

11 MODE1 IN マスター/スレーブモード選択1(1)

12 FSYNC IN/OUT フレーム同期入/出力
13 LRCK IN/OUT サンプリング･クロック入/出力(fS)
14 BCK IN/OUT ビット･クロック入/出力
15 DOUT OUT オーディオデータ出力
16 SYSCK IN システム･クロック入力256fS、384fS、512fS
17 DGND – デジタルグランド
18 VDD – デジタル電源
19 CINNR – アンチ･エリアシング･フィルタ･キャパシタ(–)Rch
20 CINPR – アンチ･エリアシング･フィルタ･キャパシタ(+)Rch
21 CINNL – アンチ･エリアシング･フィルタ･キャパシタ(–)Lch
22 CINPL – アンチ･エリアシング･フィルタ･キャパシタ(+)Lch
23 VCC – アナログ電源
24 AGNC – アナロググランド

ピン配置ピン構成

注:(1)100kΩ(標準)にてプルダウン
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PCM1800

パッケージ情報(1)

モデル パッケージ

PCM1800E 24ピンSSOP

注：(1)詳細図および寸法表についてはデータシートの巻末を参照して下さい。

SSOP

　　  静電気放電対策
静電気放電はわずかな性能の低下から完全なデバイスの故障に
至るまで、様々な損傷を与えます。すべての集積回路は、適切
なESD保護方法を用いて、取扱いと保存を行うようにして下さ
い。高精度の集積回路は、損傷に対して敏感であり、極めてわ
ずかなパラメータの変化により、デバイスに規定された仕様に
適合しなくなる場合があります。
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代表的性能曲線
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図2. PCM1800アナログ･フロント･エンド部(Lchのみ表示)

図1. PCM1800ブロック図

クロックおよびタイミング･コントロール�
�

リセットおよびパワー･コントロール�
�
�

シングルエンド�
ディファレンシャル�
コンバータ�

�

5次�
デルタ-シグマ･�
モジュレータ�

�

リファレンス�
�

1/64�
デシメーション･フィルタ�

+�
ローカット フィルタ(LCF)

シリアル入出力�
インターフェース�

�
�
�

モード/フォーマット･�
コントロール�

�
シングルエンド�
ディファレンシャル�
コンバータ�

�

5次�
デルタ-シグマ･�
モジュレータ�

�

電　源�
�

CINPL

CINNL

CINNR

CINPR

VINL

VREF1

REFCOM

VREF2

VINR

VCC AGND DGND VDD

BCK

LRCK

FSYNC

DOUT

MODE0

MODE1

FMT0

FMT1

BYPAS

SYSCK

RSTB

:抵抗�

1µF

4.7µF

4.7µF

+

+

–

+

–

+

+

1

2122

VINL 30kΩ

VREF2

VREF1

REFCOM

4

3

2

基準電圧�

1kΩ

1kΩ

(+)

(–) デルタ-シグマ�
�

モジュレータ�

CEXT

CINNLCINPL

470pF



6

動作原理
PCM1800は、バンドギャップ･リファレンス、2チャンネルの
シングル･エンド･ディファレンシャル･コンバータ、完全差動構
成の5次デルタ-シグマ･モジュレータ、ローカットフィルタを備
えたデシメーション･フィルタ、シリアル･インターフェースに
より構成されています。
図1にPCM1800のブロック図を、図2にPCM1800のアナログ･
フロント･エンド部を示します。5次デルタ-シグマ･モジュレータ
の構成と伝達関数を図3に示します。2個の外部コンデンサを
伴った高精度なバンドギャップ･リファレンスはPCM1800で必要
なすべてのリファレンス電圧を供給し、両チャンネルのフルス
ケール電圧を決定します。
シングル･エンド･ディファレンシャル･コンバータを内蔵して
いるため、外部コンバータ製作に必要なデザイン、スペース、
部品コストを削減することができます。
完全差動構成をとることにより、広いダイナミック･レンジと
優れた電源変動除去特性を実現しています。64倍オーバー･サン
プリングにより、外部サンプル/ホールドが不要となり、1個の

図3. 5次デルタ-シグマ･モジュレータのブロック図

コンデンサでアンチ･エリアシング･フィルタが実現できます。
スイッチド･キャパシタ技術を用いた5個の積分器とコンパ
レータで構成される5次デルタ-シグマ･モジュレータは、コンパ
レータと1ビットDACで生成される量子化ノイズをオーディオ信
号帯域外に分布させます。高次のデルタ-シグマ･モジュレータは
出力ビット･ストリームをよりランダム化し、アイドル･トーン･
レベルのオーディオ帯域内での発生を抑圧します。デルタ-シグ
マ･モジュレータからの64fSの1ビット･データは、デシメーショ
ン･フィルタにより広域のノイズ成分が除去されると同時に20
ビット、1fS信号に変換されます。
DC成分は、ローカットフィルタ(LCF)により除去され、LCF
出力はシリアル･インターフェースを通してL、R時分割シリアル
信号に変換され出力されます。

ANALOG IN
X(z) +

–
+

++ ++ ++ ++

– + –
1'st SW-CAP

INTEGRATOR
2'st SW-CAP

INTEGRATOR
3'rd SW-CAP

INTEGRATOR
4'th SW-CAP

INTEGRATOR
5'th SW-CAP

INTEGRATOR
On(z)

DIGITAL OUT
Y(z)

COMPARATORH(z)

1 BIT DAC

Y(z) = STF(z) × X(z) + NTF(z) × On(z)
Signal Transfer Function STF(z) = H(z)/ [1 + H(z)]
Niose Transfer Function NTF(z) = 1/ [1+ H(z)]
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リセット
PCM1800は、内蔵のパワーオン･リセットおよびRSTBピン(ピ
ン6)による外部リセットを持ち、内蔵パワーオン･リセットは電
源電圧が4.0V(標準)を超えたとき自動的にイニシャライズが実施
され、外部リセットは、一定期間RSTBが“ロー”になったとき
リセットが実施されます。
RSTBピンは内部でプルダウンされているため、オープンの場
合はリセット状態になります。VCC/VDD ＜4.0V(標準)の場合、
RSTB“ロー”の場合のほかに、VCC/VDDが＞4.0Vから1024シス
テム･クロックの間、およびRSTB“ハイ”から1024システム･ク

図5. パワー･オン リセット･タイミング

ロックの間は内部がリセット状態となり、デジタル出力はゼロ
に固定されます。デジタル出力はリセット解除後18436/fSを経過
した後有効となります。
リセット状態のときは、デジタルフィルタなどロジック回路
は動作を停止し、パワーダウンモードとなります。図5、図6に
パワーオン･リセットおよび外部リセットのタイミングを示し
ます。

4.4V

4.0V

3.6V
VCC/VDD

リセット�

システム･クロック�

リセット期間�

1024システム･クロック�

1024

リセット解除�

1 2

システム･クロック
PCM1800は、システム･クロックとしてサンプリング周波数fS
に対し256fS、384fS、512fSをサポートします。システム･クロッ
クはSYSCK(ピン16)に入力されなければなりません。
PCM1800は内部に256fS、384fS、512fSの検出機能を有してお
り、スレーブモードにおいて384fSまたは512fSが入力された場合
には、自動的に256fSに分周され、デジタルフィルタおよびデル
タ-シグマ･モジュレータのクロックとして用いられます。サンプ
リング周波数とシステム･クロック周波数との関係、システム･
クロックのタイミングを表Iおよび図4.に示します。

サンプリング･レート
システム･クロック周波数 (MHz)

周波数 (kHz) 256fS 384fS 512fS

32.0 8.1920 12.2880 16.3840

44.1 11.2896 16.9340 22.5792

48.0 12.2880 18.4320 24.5760

表I. システム･クロックとサンプリング･クロック

図4.  システム･クロック･タイミング

2.0V

0.8V
SYSCK

(256fS,384fS,512fS)

tSCKH tSCKL

パルス幅 H レベル tSCKH 12ns (min)�
パルス幅 L レベル tSCKL 12ns (min)
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図6. 外部リセット･タイミング

RSTB

リセット�

システム･クロック�

1.4V

tRST RSTBパルス幅�

リセット期間�
リセット解除�

1024

1024システム･クロック�

1 2

tRST 40 ns (min)

シリアル･オーディオデータ･
インターフェース
PCM1800はBCK(ピン14)、LRCK(ピン13)、FSYNC(ピン
12)、DOUT(ピン15)を介して外部システムとインターフェース
します。

インターフェースモード

PCM1800は、インターフェース･モードとしてマスター/ス
レーブモードをサポートしており、表IIの通りMODE1(ピン
11)、MODE0(ピン10)により選択されます。マスターモード
は、PCM1800とデジタル･オーディオ･プロセッサあるいは外部
回路との間のシリアルデータ転送タイミングをPCM1800が供給
する場合に、一方スレーブモードはデータ転送タイミングを外
部コントローラから受ける場合に用いられます。

モード1 モード0 インターフェース･モード

0 0 スレーブモード(256/384/512fS)

0 1 マスターモード(512fS)

1 0 マスターモード(384fS)

1 1 マスターモード(256fS)

マスターモード

マスターモードが選択された場合、BCK、LRCK、FSYNCは
出力ピンとなり、これらのピンはPCM1800内部回路で作られる
タイミングでコントロールされます。FSYNCはPCM1800からの
データが有効であることを示します。FSYNCの立ち上がりエッ
ジは変換データのスタートを示し、立ち下がりエッジはデータ
のエンドを示します。この信号の周波数はLRCKの2倍となりま
すが、デューティ比はデータのビット長に依存します。BCKの
周波数はLRCKの64倍に固定されます。

FORMAT No FMT1 FMT0 データフォーマット

0 0 0 20ビット、MSBファースト、前詰め

1 0 1 20ビット、IIS

2 1 0 16ビット、MSBファースト、後詰め

3 1 1 20ビット、MSBファースト、後詰め

表II.インターフェース･モード 表III. データフォーマット

スレーブモード

スレーブ･モードが選択された場合、BCK、LRCK、FSYNCは
入力ピンとなります。FSYNCは、BCKのイネーブル･コント
ロールとして使用され、FSYNCが“ハイ”のとき、変換データ
をシフトし出力することができます。

データフォーマット

PCM1800は、マスターモード、スレーブモードいずれにおい
ても4種類のデータフォーマットをサポートしており、各フォー
マットは表Ⅲの通り、FMT1(ピン9)、FMT0(ピン8)により選択
します。図7および図8にスレーブモード、マスターモードそれ
ぞれにおけるデータフォーマットを示します。FMT1および
FMT0は、RSTBが“0”から“1”に変わるとき、変化してはな
りません。

ローカットフィルタ･バイパス制御

BYPAS(ピン7)を“1”にするとローカットフィルタがバイパ
スされ、DC信号から変換できます。このとき内部で発生するオ
フセット電圧も同時に出力されます。

BYPAS 機能

0 ローカットフィルタ　ON

1 ローカットフィルタ・バイパス
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図7. オーディオデータ･フォーマット(スレーブモード：FSYNC、LRCK、BCKはすべて入力)

FORMAT 0: FMT[1:0] = “00”

20ビット、MSBファースト、前詰め�

FORMAT 1: FMT[1:0] = “01”

20ビット、IIS

FSYNC(I)

LRCK(I)

BCK(I)

DOUT(O)

FSYNC(I)

LRCK(I)

BCK(I)

DOUT(O)

FORMAT 2: FMT[1:0] = “10”

16ビット、MSBファースト、後詰め�
FSYNC(I)

LRCK(I)

BCK(I)

DOUT(O)

FORMAT 3: FMT[1:0] = “11”

20ビット、MSBファースト、後詰め�
FSYNC(I)

LRCK(I)

BCK(I)

DOUT(O)

Left-channel Right-channel

Right-channelLeft-channel

Right-channelLeft-channel

Right-channelLeft-channel

1 2 3

1 2 3 1 2 3

116 2 3 14 15 16 14 15 16

120 2 3 1 2 318 19 20 18 19 20

1 2 3

1 12 318 19 20

18 19 20 18 19 20

18 19 20
MSB

MSB

MSB

MSB

MSBLSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

LSB

LSB

MSBLSB LSB

MODE 0=0、MODE 1=0
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図8. オーディオデータ･フォーマット(マスターモード:FSYNC、LRCK、BCKはすべて出力)

FORMAT 0: FMT[1:0] = “00”

20ビット、MSBファースト、前詰め�

FORMAT 1: FMT[1:0] = “01”

20ビット、IIS

FSYNC(O)

LRCK(O)

BCK(O)

DOUT(O)

FSYNC(O)

LRCK(O)

BCK(O)

DOUT(O)

FORMAT 2: FMT[1:0] = “10”

16ビット、MSBファースト、後詰め�
FSYNC(O)

LRCK(O)

BCK(O)

DOUT(O)

FORMAT 3: FMT[1:0] = “11”

20ビット、MSBファースト、後詰め�
FSYNC

LRCK

BCK

DOUT

Left-channel Right-channel

Right-channelLeft-channel

Right-channelLeft-channel

Right-channelLeft-channel

1 2 3

1 2 3 1 2 3

116 2 3 14 15 16 14 15 16

120 2 3 1 2 318 19 20 18 19 20

1 2 3

1 12 318 19 20

18 19 20 18 19 20

18 19 20
MSB

MSB

MSB

MSB

MSBLSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

LSB

LSB

MSBLSB LSB
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説明 記号 最小 標準 最大 単位
BCK周期 tBCKP 300 ns
BCKパルス幅Hレベル tBCKH 120 ns
BCKパルス幅Lレベル tBCKL 120 ns
LRCKセットアップタイム→BCK↑エッジ tLRSU 80 ns
LRCKホールドタイム→ BCK↑エッジ tLRHD 40 ns
LRCK周期 tLRCP 20 µs
FSYNCセットアップタイム→BCK↑エッジ tFSSU 40 ns
FSYNCホールドタイム→BCK↑エッジ tFSHD 40 ns
DOUTディレイ→BCK↓エッジ tCKDO –20 40 ns
DOUTディレイ→LRCKエッジ tLRDO –20 40 ns
立ち上がり時間(全信号) tRISE 20 ns
立ち下がり時間(全信号) tFALL 20 ns

*立ち上がり(立ち下がり)時間：振幅の10%～90%間変化
*DOUT負荷容量20pF

図9. オーディオデータ･インターフェース･タイミング詳細(スレーブモード)

図10. オーディオデータ･インターフェース･タイミング詳細(マスターモード)

FSYNC
(I)

LRCK
(I)

BCK
(I)

DOUT
(O)

tFSSU

tLRCP

tFSHD

tBCKH tBCKL

tLRHD tLRSU

tCKDO
tLRDO

1.4V

1.4V

1.4V

0.5VDD

tBCKP

FSYNC

LRCK

BCK

DOUT

tBCKH tBCKL tCKLR

tCKDO tLRDO

0.5 VDD

0.5 VDD

0.5 VDD

0.5 VDD

tBCKP

tFSYP

tCKFS
tLRCP

説明 記号 最小 標準 最大 単位
BCK周期 tBCKP 300 1/64 fS 600 ns
BCKパルス幅Hレベル tBCKH 150 300 ns
BCKパルス幅Lレベル tBCKL 150 300 ns
LRCKディレイ→BCK↓エッジ tCKLR –20 40 ns
LRCK周期 tLRCP 20 1/fS 40 µs
FSYNCディレイタイム→BCK↓エッジ tCKFS –20 40 ns
FSYNC周期 tFSYP 10 1/2fS 40 µs
DOUTディレイタイム→BCK↓エッジ tCKDO –20 40 ns
DOUTディレイタイム→LRCKエッジ tLRDO –20 40 ns
立ち上がり時間(全信号) tRISE 20 ns
立ち下がり時間(全信号) tFALL 20 ns

*立ち上がり(立ち下がり)時間:振幅の10%～90%間変化
*DOUT負荷容量20pF
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外部デジタル･オーディオシステムと
の同期
スレーブモードにおいては、PCM1800はシステム･クロックに
同期したLRCKを基準に動作します。PCM1800はLRCKとシステ
ム･クロックの間に特別な位相関係を必要としませんが、両者は
同期している必要があります。もし、LRCK1周期内にLRCKとシ
ステム･クロックの関係が±6BCK以上変化した場合、1/fS以内に
ADCは停止し、デジタル出力はLRCKとシステム･クロックの間
に再同期が確立するまでの間BPZデータに固定されます。
変化が±5BCKIN以内であれば、正常動作を保ち、再同期は行

図11. 同期外れ時、再同期確立時のADC出力

リセット時のADC出力

パワーオン･リセットおよび外部リセット時のADC出力には、
リセット解除後、リファレンスキャパシタ充電時間、内部LCF
フィルタ、デジタルフィルタの演算時間により正常出力までに
遅れ時間があります。この関係を図12に示します。

図12. パワーオン･リセットおよびリセットに対するADC出力

注：(1)スレーブモードの場合に対してのみ適用。マスターモードの場合には同期外れは起こりません。(2)最初、LCFの過渡応答(±0.2% of FSR程度
の初期値から時定数200msで指数関数的に減衰)が出力されます。

注：(1)マスターモードの場合にはFSYNC、BCK、LRCKもDOUTと同様にコントロールされます。(2)最初、LCFの過渡応答(±0.2%of FSR程度の
初期値から時定数200msで指数関数的に減衰)が出力されます。

われないため、このデジタル出力のコントロールとデータの不
連続は起こりません。図11に同期が外れた場合のADCデジタル
出力を示します。データが不定の間、オーディオ信号にノイズ
が発生することがあります。また、通常状態からデータ不定状
態、あるいはゼロデータから通常状態への遷移はデジタル信号
に不連続を生じ、それがオーディオ信号にノイズを発生させる
ことがあります。

リセット� リセット�

リセット解除�
Power ON�
RSTB ON

DOUT(1)

READY/OPERATION

18436/fS

ゼロ･データ� 通常データ(2)

同期状態� 同期外れ�

Re-Synchronization
Synchronization�

Lost

DOUT(1)

正常同期�正常同期�

正常データ�

32/fS

ゼロ･データ� 正常データ(2)データ不定�

1/fS
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ADC部フィルタ特性

デジタルフィルタ特性

デシメーション･フィルタ特性と通過帯域リップル特性
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アナログフィルタ特性

ANTI-ALIASING FILTER OVERALL
FREQUENCY RESPONSE (CEXT = 470pF, 1000pF)
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アンチエリアシングフィルタ･パスバンド周波数特性
(CEXT = 470pF,1000pF)
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基本接続回路例
　低域カットオフ周波数を約5Hzとする場合の代表的接続例を図13に示します。

図13. 基本接続回路例

注: (1)　0.1μFセラミックと10μFタンタルによるバイパス･コンデンサ。
(2)　1μFのコンデンサは入力HPFにおいて5.3Hz(τ=1μF×30kΩ)のカットオフ周波数を与えるとともに、パワーオン･イニシャライズに

おいて時定数60msecに対応したセトリングタイムを必要とします。

4.7µF

4.7µF

+

+

REF

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

SIGNAL GND

Lch IN

Rch IN

1µF(2)

1µF(2)

+

+

アナログ･�
フロント･エンド�

アナログ･�
フロント･エンド�

リセット�
デルタ-シグマ�
変調器�

デルタ-シグマ�
変調器�

デシメーション･フィルタ�

RESET

BYPASS

FORMAT 0

FORMAT 1

MODE 0

MODE 1

クロック�

デジタル･オーディオ･�
インターフェース回路�

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

+
0.1µF
& 10µF(1)

470pF

470pF

0.1µF & 10µF(1)

+

Power

+5V

GND

SYSCLK

DOUT

SCLK

L/R

SYNC

オーディオ�
インターフェース�

動作コントロール�

CEXT

CEXT



16

ボードデザインおよびレイアウトに
おける留意事項

VCC、VDD端子、電源デカップリング

ADCのダイナミック性能を最大限に引き出すため、PCM1800
のデジタルおよびアナログ電源端子はできるだけ端子に近い場
所で0.1µFセラミックと10µFタンタル･コンデンサによって対応
するグランド端子にバイパスされなければなりません。
PCM1800には2系統の電源端子がありますが、予期しないラッチ
アップや、パワー･サプライ･シーケンスのような電源トラブルを
避けるため、1つの共通の電源より供給することを推奨します。

AGND、DGND端子

ダイナミック性能を最大限に引き出すため、アナログ、デジタ
ル両グランドは内部で接続されておりません。これらの端子は
アナロググランドへのデジタルノイズの影響を受けるため、デ
バイスの直下で接続されなければなりません。

VIN端子

ACカップリング･コンデンサとして5.3Hzのカットオフ周波数
を与える1µFのコンデンサが推奨されます。もしより高いフルス
ケール入力電圧が必要な場合は、VIN端子に1本のシリーズ抵抗を
追加することで調整できます。

VREF、REFCOM端子

ADCリファレンスの低ソース･インピーダンスを実現するた
め、VREF1、VREF2とREFCOMの間に4.7µFのタンタル･コンデン
サが推奨されます。これらのコンデンサは、ADCリファレンス
のダイナミック誤差を最小にするため、できるだけVREF1、VREF2
ピンの近くに配置し、またREFCOMピンはデバイスの直下で
AGNDピンと接続してください。

CINP、CINN端子

170から80kHzのカットオフ周波数を有するアンチ･エリアシン
グフィルタを構成するため、CINPLとCINNL、およびCINPRと
CINNRの間に470から1000pFのコンデンサを接続してください。
これらのコンデンサは、デルタ-シグマ･モジュレータへの予期し
ないノイズや、ダイナミック誤差を避けるため、できるだけ
CINP、CINNピンの近くに配置してください。

DOUT、BCK、LRCK、FSYNC端子

DOUT端子およびマスターモードの場合のBCK、LRCK、
FSYNC端子は十分な負荷ドライブ能力を持っていますが、ロ
ジック–アナログ間のクロストークを抑え、ダイナミック性能を
最大にするためには、デバイスの近くにバッファを配置し、最
小負荷となるようにシステムを構成してください。また、レイ
アウト上、アナログ信号はもちろん、SYSCLKとのクロストーク
についても十分配慮が必要です。

システム･クロック

PCM1800は、システム･クロックを基準にして動作しています
ので、システム･クロックの品質がADCのダイナミック性能に影
響を与えることがあります。このような場合は、システム･ク
ロックのデューティ、ジッタ、入力ピンのスレショルド電圧な
どに注意を払う必要があります。
PCM1800は、内部にダイナミック回路を使用しているため、
電源が供給されている限りSYSCK(スレーブモードの場合さらに
BCK、LRCK)は供給されなければなりません。そうしないと内
部ダイナミック回路の異常動作により通常の2、3倍の電源電流
が流れ、長期の信頼性に対して望ましくありません。

RSTBコントロール

VREF1、VREF2ピンに対し4.7µFを超えるコンデンサを使用する
場合は、パワーオン時のVREF1、VREF2のレスポンスに対応した
ディレイ時間だけ外部リセット･コントロールを行う必要があり
ます。
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外観

パッケージ 24ピンSSOP

MILLIMETERS
DIM MIN TYP MAX
A — — 2.13
A1 0.05 — 0.25
A2 1.62 1.75 1.88
b 0.22 — 0.38
b1 0.22 0.30 0.33
c 0.09 — 0.20
c1 0.09 0.15 0.16
D 7.90 8.20 8.50
E 7.40 7.80 8.20
E1 5.00 5.30 5.60
e — 0.65BSC —
L 0.63 0.90 1.03
R 0.09 — —
θ 0° 4° 8°
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